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鈴鹿西ロータリークラブ会報 
所属:  国際ロータリー第 2630地区 鈴鹿・亀山グループ;  

創立:  1985年 3月 27日; RI認証:  1985年 6月 3日(No. 1665);    

事務所:  〒513-0802 三重県鈴鹿市飯野寺家町 816 鈴鹿商工会議所 3F;  

電話:  059-383-7077; FAX:  059-383-0501;  

E-Mail:  info@rotary-suzuka-west.org; https: //www.rotary-suzuka-west.org/  

例会場:  鈴鹿商工会議所 別館 1Ｆ会議室; 例会日: 火曜日; 例会食事: 12: 10; 例会: 12: 30-13: 30; 

 

2026年 6月 2日(火)第 1831回例会 

例会場：鈴鹿商工会議所 別館 1Ｆ会議室 

開始: 12：30 終了: 13：30 

例会進行: 服部高宣 副ＳＡＡ 

点鐘： 会長 森 喜代造 

ソング： 君が代 奉仕の理想 

ソングリーダー： 服部高宣 副ＳＡＡ 

ゲスト： ロータリー米山記念奨学生 

ティルワ・ビカス様 

 
 

 

会長挨拶        森 喜代造 会長 

今日 6 月 2 日、今から 444 年前の 1582 年に、

京都の本能寺で明智光秀の率いる軍政一万人と、

織田信長は 100 人で対戦しました。当然軍の数

が多い方が優勢になろうかと思います。そこで

織田信長自らが弓矢で戦いをしましたが、数の

力で織田信長軍は滅びました。そして天下統一

を目の前にして自害をしております。これが本

能寺の変であります。 

今、我が国においては毎日平和であります。何の

争いごともない至って平和な世の中であります。

ところが今は車社会でありまして、全国各地で

交通事故が発生しております。 

先般、5月 28日に鈴鹿市交通安全都市推進協議

会の総会に西ロータリークラブの会長として参

加しましたので報告させて頂きます。 

 市長の挨拶から始まり、鈴鹿警察署長の鈴鹿

市における交通事故の概要で、令和 7 年度にお

ける交通死亡者は 9 人であるため三重県内に交

通死亡事故多発警報が発令されました。特に高

齢者における交通死亡事故の特徴としましては、

75歳以上の高齢ドライバーによる事故が多発し

ており、歩行中死者の約 8 割が高齢者で、運転

中の前方不注意やシートベルトの非着用など、

基本的な交通ルールが守られていません。また、
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飲酒運転やながらスマホに伴う死亡事故も発生

しております。ちょっとした交通安全に注意を

して頂くことで事故は防げます。ちなみに令和7

年度、鈴鹿市内において交通事故件数が一番多

い地区は玉垣地区で 39件、死者数は 3名であり

ます。鈴鹿市全体では 249 件の事故件数、死者

数は 9 人と報告されております。常日頃、交通

事故には気を付けて頂きたいと思います。以上

で総会における報告を終わります。 

 

幹事報告       小林英将 副幹事 

1. 鈴鹿・亀山グループ各ロータリークラブ例

会変更のお知ら 

亀山ＲＣ：2026 年 6月 1日（月）・8日（月）・

22 日（月）会場都合のためロータリ     

ー事務所 

 6月 15日（月）⇒13日（土）亀山高校ＩＡ

Ｃ＆亀山ＲＣ合同 亀山公園清掃奉仕のた

め亀山公園 

  6 月 29 日（月）特別休会 

鈴鹿ＲＣ：2026 年 6 月 17 日（水）18：00

最終例会のため椿会館    

6 月 24 日（水）特別休会 

2. 2026-27 年度クラブラーニングセミナー開

催について 

日時：2026年 7月 5日（日）11：30～15：

30（受付 11：00～） 

場所：ホテルグランヴェール岐山 

出席要請：クラブラーニングファシリテーター 

登録料：￥7，000（1人） 

3. 白子中学校「出前講座」講師依頼について 

日時：2026年 7月 6日（月）5限 13：30

～14：20 6 限 14：30～15：20 

場所：鈴鹿市立白子中学校 

依頼講師人数：2名（当クラブ割当） 

4. 地区ガバナー事務所より、ジェニファー管

理委員長来日財団フォーラムならびに歓迎

会（東京／神戸）のご案内をいただいてお

ります。 

5. 地区ガバナー事務所より6月 1日、当地区

からの令和 7年青森県東方沖地震支援金  

1，289，387 円を、第 2830地区 地区事務

所内 令和 7 年青森県東方沖地震災害支援

本部に送金の報告をいただきました。 

6. 6 月ロータリーレートは1ドル 159 円で

す。 

7. 本日例会終了後、臨時 理事・役員会を開

催します。今年度の理事・役員はご参集く

ださい。 

8. 次週6月 9日（火）例会終了後、現・次期 

合同理事、役員会を開催いたします。    
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委員会報告 

 

＊会員誕生お祝い 

       藤野惠子 親睦・家族委員長 

 森 喜代造会員 川田真吾会員 加藤 稔 

会員 森 豊会員 

＊ロータリーの友 6月号紹介 

      江藤隆仁 クラブ広報副委員長 

 

出席報告      江藤隆仁 出席委員長 

正会員 23名中 12名出席 出席率 66.66％ 

 

ニコニコボックス報告 

藤野惠子 親睦・家族委員長 

 

敬称略・順不同 

※多額 

※森 喜代造：本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

柴田友美：本日、当校学生の手術立合いの為、早

退。岩崎さん、森会長よろしく御願いします。 

 理事会への説明は伊藤義一会員にお世話にな

ります。 

小林英将：台風準備のため早く失礼します。 

野間芳実：森会長、退院オメデトウゴザイマス。

奨学金に少々。 

岩崎 透：卓話を担当します。よろしくお願いし

ます。 

本日のプログラム 

「会員卓話」 

岩崎 透会員 

 

 

 

 

 

 

ロータリーの  の   

  の   
  の 会の   「      」
       の     い

   ロータリー        

           

1905年 シ ゴで最 のクラブ 生（ ー ・ リス）
親睦     を重 した さな集まりから始まる

会員  の  の   親睦を る 「 代  」

1908年、
  ス ー・ リー：  の   
         ：    の   「     」

  奉仕：ロータリー 用 、 特の概 
社会奉仕の概 、 議     意義

           年代     ・      
 

・       ジ      フリ へ  に  

・    年   ロータリークラブ   日本  「    」

・    年 ロータリー       

・日本：    ： 山  会   ：日本  ：日本  い    
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          年代      の    

・第 次 戦後、平和と国際理 を  

・1954年 世 本部（ バンストン）が  
国際 織として体 が う

・1970～ リオ    で世 的  に

・1988年 野生  リオ常 国は    国から  国へ

     年      代
多     グロー    

 世 会員数 約140万人
・重点 野：平和・  ・水 生・    防
・グローバル  金による国際プロジェクトが 発 

   「  出          い」
・西   の  ：           
・    の  ：         

第一部：終

今後の社会の変 

人 社会の せを めて、     年から、今後  年を  る時、

 たちは、これからどのように 歩んで くと いのでしょうか 

 の       い     

  ：人 中 の発想から、   中 の発想へ

「        」

     年
 長     い    代

     の     長   生 

         家  の   

     年の  の   

           

           

       

           スト ス

 生      

  の  年 

            代

  、  、人  造の変 により、   は きく変わります

    の  の    の         

・   の    「  ・行 」

・      の  ・  の  の 実

   「  の豊  」  「      の豊  」 

  ：  の  

   の        

・     の 会  になる時代 だからこそ     

  代      家族 の 話  間 の    

・こうした「 間  の  」が、これからの  の中 になります

 来につながるためための  です。

 「  」  「  」      

   多 の 事 代    代

人 の  は「  」「  」「 造」に ります

    い     い     い

こうした 勢が、社会全体の  度を高めます
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森 喜代造会長 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会報発行担当：川戸広樹 

気 変 は けられないテーマ。 これからは「自然を管理する」で

はなく「        」発想が 要です。

  理のない   地 の食や  を  にする

  さな    を み重 る

こうした日々の  が、 来の世代の せにつながります。

      生          

  100年は「正 の人生」が められました。 これからは

自 の  をどう  か、が  になります。

 自 の ースで生きる   きなことを める

 人の役に立つ を自 で  

多             生 豊         の生  

    の           

  は「  」ではなく人 を支 る「  」です。

   に せる部 

 人 が担う き部 

このバランスを理 することが、これからの  を広げて きます。

            い 

  100年： 「どれだけ  するか」

これから50年： 「どれだけ   か」

多 な    を、ロータリー  の中で、地 と に、

 てて行く事が、 来への  な一歩となります。

  ：  の       の         

 

        い      の         

鈴鹿西   報委員会

        


